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がんに対する印象世論調査

平成28年度内閣府調査
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がんをこわいと思う理由世論調査

平成28年度内閣府調査

1. 癌で死に至る場合があるから 72.9%

2. 癌そのものや治療により 痛みなどの症状が出る場合があるから 53.9%

3. がんの治療費が高額になる場合があるから 45.9%

4. 治療や療養には、家族や友人などに負担をかける場合があるから 35.5%

5. がんが治っても、後遺症が残る場合があるから 28.5%

6. 癌によって仕事を長期間休むか、辞めざるを得ない場合があるから 25.8%



がんになる可能性

・ 2人に1人がんになる

・ がん身近な病気

・ 誰でもなる可能性がある

・ 病状や経過は様々

１９８０



どうして日本にはがんで死ぬ人や
がんの患者が多いのか

３人に1人が
がんで死亡

日本人2人のうち
1人が罹患

答え
①世界一の長寿国だから
②世界的にも最も医療が発達している

日本医療の進歩によって
がん以外の病気で死亡することが
少なくなった
医療の進歩によって長く生きられる
ようになった。長く生きれば生きる
ほど細胞分裂の回数は増える。なの
で年を取ればとるほどがんになる確
率は高くなる
そのため、死亡原因の1位になる



実際にがんと診断されたら

「 ショックで先生の話がぜんぜん入ってこない 」

「 これから自分はどうなるんだろう？ 」

「 誰に相談したらいいのだろう…… 」

「痛くもかゆくもないし、本当なの？」

「まだ 死にたくない」



がん患者さんが経験する心の状態−不安と落ち込み



時間がたつにつれて、

「つらいけれども何とか治療を受けて いこう」

「がんになったのは仕方ない」

「これからするべきことを 考えてみよう」

安心してください

２～３週間で落ち着いてくる



適応していく心の動き



1. 不安・悲しみ・怒りなどの感情が わき起こるこ

とは自然な心の反応です

2. 今の気持ちを 誰かに話してみませんか

3. 思いをうまく伝えられない時には相談

不安・落ち込みを感じたとき



まずは自分の病気を知る

病状説明用紙

○○○○様

子宮頸がんⅡA2期で

す。

今後は手術を行い

結果によっては

化学療法となります。



「国立がん研究センターがん情報サービス」





標準治療

個別性を考えて

医師やご家族と

よく相談して

治療方法を検討

高齢
心臓が悪い

認知症
子供を産みたい



経過観察

２年まで：３～６か月毎

５年まで：6～12か月毎

診察・内診・細胞診
腫瘍マーカー検査
CT・MRI検査

気になる症状 骨盤内・腰から背中にかけての痛み
下肢の痛み・不正出血
おりものの増加・下肢のむくみ



自分の病状を知り
どんな治療が必要なのか

治療の時期や、経過観察の時期を
どのように生活するか
一緒に考えていきましょう

「仕事を辞めないで治療できる？」

「親や子どもに何て言おう」

「身近に頼れる人がいない」

「治療費のことが心配」

「治療が終わっても気になることが

出てきたらどうしよう」



・ 治療スケジュールと仕事の調整（主治医に確認）

治療をしながら仕事を続ける

・ 経済的な問題

・ 社会とのつながりは大切

・ 大切な決断は相談

・ 職場でどのように伝えたらよいのか

〈確認すること〉
① 職場の就業規則と福利厚生制度

職場の総務課・人事課に確認
② 公的助成制度

職場の総務課・人事課のほか、病院のソーシャルワーカーにも相談

１．治療しながら仕事を続けることもできます



２．子どもや親にどう伝えるか
身近な人だからこそ、理解と協力を得る

子どもに自分の病気を伝える

子どもは親の変化を敏感に感じ取る

心の距離が離れてしまうこともある

「何というがんか」「がんはうつらない」

「子どもや親が悪いわけではない」

お子さんの年齢や状況に応じて伝える



２．子どもや親にどう伝えるか
身近な人だからこそ、理解と協力を得る

親に自分の病気を伝える

親が元気で頼れる：治療の見通しを伝え、手伝ってもらいたいことや

自分のかわりにお願いしたいことも一緒に伝えましょう

親の健康状態に不安：伝えるか伝えないか、伝えるとしたらどこまで話すか、

あらかじめ考えておく 突然伝えるのではなく、

体調に不安があること

「あまりいい結果ではなかったので、今度詳しく話すよ」

段階を踏むことで、心の準備ができる



• がんになると助けが必要となる

• 身内や身近に頼れる人がいない

• これからの暮らしのことで困った場合

「どこに相談したらいいのかわからないとい

う時には、まずは看護師に声をかけ相談

３．ひとり暮らしで心配なときに



・ がんの治療費について心配

・ 自己負担限度額

・ 保険外になる食事・差額ベッド

・ 診断書などの費用について

・ 公的医療保険などで負担が軽減できる場合

・ 就業や収入の状況に合わせた支援制度

・ 高額療養費制度を利用

相談できる
窓口を活用

４．お金のことで心配なときに



全国にある、どなたでも無料
・匿名で利用できるがんに
関する相談窓口です



５．気持ちの落ち込みが続く場合

眠れない
食べられない
2週間以上続く場合
専門家による心のケアが必要

なんだかソワソワして落ち着かない

少し話を聞いてほしい

言葉に出すことで 自分の思いに

気が付くこともあります



まとめ

• 自分の病気を知る

• 不安や落ち込みは2～3週間で落ち着いてくる

• 気持ちが晴れないときは、専門的な支援を受けましょう

• 治療しながら仕事を続けることもできる

• 親や子どにどう伝えるか、お金のことなど、

心配なことは、相談する


	がんと生活するという事
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	がんになる可能性
	スライド番号 5
	実際にがんと診断されたら
	がん患者さんが経験する心の状態−不安と落ち込み
	スライド番号 8
	適応していく心の動き
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

